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順不同

１．波にもろく砕ける岩の景勝地・蘇洞門、陥没してできたとされる三方五湖の近くに原発銀座。不動の岩盤に程遠く、素人には廃炉の決断以外浮かばない。美浜原子力ＰＲセンターでの説明は何とも空々しい内容であった。

地形の特徴から数々の歴史を刻む敦賀の港。ポーランドなどから逃れたユダヤ人にビザを発給し脱出を助けた杉原千畝の話は有名だが、その中継地が敦賀港だったとはオドロキ!!　それにしても、気比の海岸・松原のトンビ・カラスは賢いなー??　

甲冑とともに沈むという泥炭地・中池見。ラムサール登録に尽力された笹木夫妻にただただ頭が下がる。橋脚が沈み発するという国道のきしみ音。戦場の静寂を破る武者の雄叫びはそんなだったのか?　そんな地に新幹線が?!　写真添付あり（SEK）
２．今回の研修旅行、３班のみなさまの計画で、貴重な体験が出来有難うございました。

見学先の中池見の自然、保護活動の大切さがわかりました。（KBS）

３．企画担当の皆様ご苦労様でした。「原発銀座の旅、ずーっとこの地の人々のこと考えていました。火力発電所を見た時福井県の住民は原発の電気を一切使っていません。火力のみですとの説明印象的でした。」（KRU）

４．バスの最後部座席で、現役時代同様に振る舞い、皆様の顰蹙をかいつつも、私には忘れらられない研修旅行でした。

三方五湖では、絶景の中に自然の営みの偉大さを学びました。フィッシャマンズワーフ、かまぼこ工場では若狭湾の食文化を心ゆくまで学び、地下４０メートルの層をなす泥炭の表面を覆っている中池見湿地では、植物・生物の多様性を実感出来ました。湿地帯の環境保全のために日夜戦っておられる笹木夫妻に心から敬意を表したく・・・・。

原子力発電の展示館を初めて見学。しっかり勉強し直して、人類の先輩として末孫に恨まれない行動をしなければあかんな～と感じました。

幹事の方へ、素晴らしい企画をありがとうございました。環境科を誇りに思っております。（HTR）
５．「中池見湿地」の保全活動をみて、保存の大切さを痛感しました。

 　　充分懇親ができました、３班の皆様有り難うございました。（ITN）

６．今回の一泊研修は、天候にも恵まれ海・滝・三方五湖の展望・気比の松原・中池見湿地など変化に富んだ新緑の中の自然を堪能。

話題の原発のＰＲ館での勉強など素晴らしい企画の研修だったと思う。

特に中池見湿地での説明で、大阪瓦斯によるＬＮＧ基地開発が反対運動で実現せず、ラムサール条約登録地になったことや、北陸新幹線建設計画で自然が破壊される危機にさらされている事など、国として自然を守ることは大変なことだなーと痛感した次第。　

懇親会はゆったりとした部屋で、特製の鈴木さん差入れの２０年物の梅酒、焼酎、ビール、サービスの日本酒で雰囲気も盛り上がった所での石橋さんのマジックショウに皆さん見惚れて感謝・感激。

続く２次会は全員参加での団欒となり、お互いの懇親もかなり深まったのではないだろうか。研修成果　Good！

７．中池見湿地観察会のお礼と環境大臣表彰賞おめでとうのメールを出しましたが、下記の返信が有りました。昨日はありがとうございました。暑い中、駆け足となってしまい、ゆっくりしていただけなかったのが残念でした。やはり、３時間は必要と感じました。また、花は端境期で、少し寂しい時で、皆さんに楽しんでいただけなかったのが、心残りでした。過分な志に恐縮しております。

皆様によろしくお伝え下さい。グループで新快速利用でお出でいただければ、いつでも駅で落ち合い、ご一緒しますので、ご連絡下さい。お礼まで。笹木進・智惠子（AOK）
８．３班の皆様、お世話頂き有り難うございました。先行き不透明な原子力発電には不安をいだきますが、日本海の美しさ、朝夕に散歩した久々子海岸の水の透明さにホッとしています。

中池見湿地の保存運動に奔走されている笹木理事長の情熱に感動しました。

毎回進化していく石橋さんの見事な手品は環境科の必需品です、また二次会での楽しい時間で絆もより深まったことゝ思います。有り難うございました。（TZI）

９．蘇洞門(そとも)めぐり：日本海の荒波に削られた豪壮な景観も素晴らしいのだが、それよりあの亀裂だらけのが入った岩盤の上に、一旦地震が起これば人間生活自体を破壊する可能性のある原子力発電所を建てることが怖いと思った。

中池見湿原：よく、あのような広大な地域の保全に長年、費やすことに頭が下がる。特に大阪ガス相手に反対運動を展開し成功したことは新たな問題点、北陸新幹線の建設計画においてもいい結果をもたらすと思う。

１０．「中見池湿原は美しく、今まで保全に頑張ってこられた皆さんの努力が伝わってきました。

 ２日間とも見どころばかりの企画でたいへん楽しめました。３班の皆さんの細かい心づかい、有り難うございました。」（UES）

１１．人間の生き方　いろいろあって面白い、いろんなことを思う。立場、立場で主義、主張は違う

ようわからないところがあっても、知識が乏しく科学的判断できなくても自分なりの考えを持とう。

・関西電力美浜原子力発電所ＰＲ館

　再稼働したい、して欲しい人々、雇用確保や電気代・エネルギー価格と供給安定、企業の海外流出貿易赤字が防げ日本経済のため、安全、安心な暮らし、ひとたび事故が起これば福島避難者の思い、使用済核燃料の最終処理法が確立されないままの見切り発車、科学の発展、人類の英知で解決できる？！　　

・中池見湿地帯見学

　天然ガス基地の建設は中止になったが今度は新幹線ルート候補地、便利さによるルート選定と自然環境保全、シニア自然大学校で習った生物の多様性や食物連鎖の話は記憶に残っている。太古の昔から自然は変化、変動。人による手の加え過ぎは困るが、便利さは享受してきた。環境保全というのも人類の手前勝手？

・朝の美浜町散歩

静か、寂れかかったという感じのところが多かった。高齢化による？原発停止の影響も？福井バスの久々子バス停留所待合・・草や木が生い茂っている。廃止路線？・・・写真あり

１２．　３班の皆様、研修旅行のお世話、ありがとうございます。

おかげさまで、楽しい研修旅行ができました。原子力発電所のＰＲ館も有意義でした。来年の研修旅行も、ぜひ3班でお願いします。

１３．３班の皆様方研修旅行色々とお世話戴き有難う御座いました。天気にも恵まれ楽しい研修旅行でした。旅先で会った小学３年生の「ひろせ中池見君」より感謝のメールが入っていますのでご披露しておきます。
「中池見で会った大阪のおじさん、おばさん色々と教えて戴いて有難う。湿地でツヤのある黄色い小さな花を見つけ名前は何と聞いたところ「馬の足型」と教えてくれ抜こうと花に触ったところ「ダメ」と言われ「直ぐに手を洗ってきなさい。金鳳花の花は毒素が多いので気をつけなければいけません」の言葉にはビックリしました。すみませんでした。又途中おじさんが青い葉を引きちぎり指を丸めて葉を食い込ませ右手で葉を叩くと「パン」といい音が出たのには驚きました。葉は「スタンポ」といい「いたどり」の木だと教えてくれましたね。僕も教えて貰った通りにやりましたが音が「パスッ」との音だけで鳴らず違うおじさんに聞いたところ葉は軽く置くだけでいいとの事でやりました。

今度は小さい音ですが「パン」と鳴り嬉しくなりました。今度お会い出来るようであれば上手に鳴らせるように練習をしておきます。何だか花や木を見るのが楽しくなりました。沢山のおじさん、おばさんがおられましたが宜しくお伝え下さいね。お元気で！」（ASD）

１４．今回の旅行で見た地形、地質、地層は地球の活動としての日本列島の成り立ちに深く関係していることを実感した。その上に住む人類の人間活動と自然環境、環境保全の関係はどうあるべきかを改めて問いかけられたような気がした。（ISI）

１５．　先ず、旅行担当幹事の方々のご努力に感謝しています。これだけ盛り沢山の内容を企画していただき大変良かったです。おまけに天候にも恵まれたのは何よりでした。

最も良かったところは、１つ目として中池見湿地の自然環境。新幹線建設計画も何とか廃止または修正となってもらいたいと思います。

２つ目は美浜原子力ＰＲセンターでした。これだけの原子力発電所が福井県に集中しているのも驚きです。

３つ目にいつもみんなの目を釘づけにする石橋さんのマジック。また新しい出し物でみんなを喜ばせていただきました。

 昨年にも増して本当にいい研修旅行だったと感謝しております。環境科に在籍しているからこそいい思いが出来たとも思います。

１６．小浜に無事着き　蘇洞門めぐりは初めてでもありワクワクしながら舳先でしばし海、空、島々を眺め満喫しました。

・三方五湖の景観は思い以上に素晴らしく、いつまでも残したい日本の美を感じました。 

・中池見はベテランのガイドさんが説明して下さって１０数年前にはわからなっかた事を学びました。新鮮な空気を胸いっぱい吸いながらゆったり歩きリフレッシュ出来て有難かったです。

・海のホテルひろせ　は広々として飾り気は少ないですがサービスもよく、とてもくつろげました。

お料理も美味しく頂け嬉しかったです。

・一つだけ残念だったのは　山頂公園へ行けなかった事です。数人の方から素晴らしかった！と聞かされ～～～急いでケーブルに乗ればよかったんだ！！と

・バスの座席が早い者順は今後考え直しても良いのでは？といつも思います。

・全体を見て　これだけの企画はとても出来ないのですね～９５点は充分取れます！３班の方々皆様に厚くお礼申し上げます。（INY）

１７．3度目の原子力発電見学でした。

初回はクリーンなエネルギー　資源の無い日本にとっては救世主的なエネルギーと関電の発進力を感じました。2回目はアメリカのテロ事件の後でしたので見学者のチェックが厳しかった事が印象的でした。今回は住民の理解と　政府の規制をクリアして何とか発電にこぎつけたい　との姿勢を感じました。社会情勢により大きな変化が見られました。（MIT）

１８．やはり、中池見が一番興味があり、勉強になりました。つれてきてくれた加藤さんに感謝です。

数万年もかかってできた稀有な湿地を、われわれの世代が勝手に変更してはいけないと思いました。

（NMR）
１９．今回は歩く行程が少なく　私も十分楽しめました。大阪帰着が６時ごろまでの　計画が望ましいと思います。　途中渋滞がありましたが　昨日は家に着いたのが８時４０分ごろでした。

 宴会で余興もいいですが　マジシャンの石橋さんも大変でしょうから　たとえばビンゴなどで　わいわい騒ぐようなものがいいのではないでしょうか。青木さんが　トラストに参加しておられるのを聞いて　感心しました。（TBY）

２０．小生は「すべて良し」の研修旅行でした。

”五月晴れに恵まれた風光明媚な自然環境良し”

"ホテルの料理、昼食(鯛づくし、豪華弁当)良し"

”企画立案~運営された3班皆様の思い遣り良し"

（FRK）
２１．鬼やんま風に乗りゐて青湿地　　　二三弥
２２．

今回の研修旅行は３班の担当でしたが、
天候にも恵まれ又皆様方（環境科全員）の協力も得られ、事故もなく成功裡に終えることができほっとしております。３班が結集することにより、無事終えることができました。
①蘇洞門めぐり（船利用）では船酔いの方を心配しましたが、何事もなかったようでほっとしております。遠目に大飯原発を海から眺め得たのも一興。 
若狭湾から日本海に出て、ジオパーク海岸線（荒波に侵食された岩礁地帯）を初めて海から眺めて、自然環境の美しさを堪能しました。又、鯛ずくしの昼弁当は最高（比較的値段は安い）。
②名水100選に選ばれている瓜破の滝から天徳寺については、若狭湾から離れた山間で海とは違った環境を演出。
③三方五湖とレインボーライン。中々の景観でしたが、ケーブルで頂上展望台に上がった方が良かったかな？
水月湖の地層調査のDVDを準備していたが、バスでは写せず残念（後日に映した）。
④ホテルひろせ：女将および従業員の方々の丁寧な対応に感謝。海沿いの素朴なホテルでしたが、内容は（食事は他）よかった。「ひろせ」周辺の海岸線も素晴らしく日本海の環境の一部に触れることができた。懇親会での「石橋科員」のマジックに堪能。益々磨きがかかってきたようです。
⑤美浜原子力発電所　PR館　：青木さんのご尽力を得てPR館にて原発の一部説明を勉強。
実際の原発構内に入れなかったのは残念ですが、現状やむおえない実情。今後の原子力発電はどうなっていくのか？
⑥気比の松原：素晴らしい松原と海岸線をみる。（ウエットランド中池見の理事長笹木さんの案内と説明あり。）　現在の環境保全の難しさを感じる。
昼食に二重弁当（塩荘提供）を準備したが、鳶の軍団に襲われ、何人かが被害者に。これも環境の、なせる業か？
⑦中池見湿原（ラムサール条約登録地）：青木さんが懇意にされているウエットランド中池見理事長の笹木夫妻による案内と説明。湿原環境を保全するための施策と努力、大変なものがあり、説明の端々にそれを感じる。又、北陸新幹線の現地通過計画があるとのこと。対応を如何にするのか大問題である。自然が大切か？人間社会のためある程度の自然破壊はやむえないか？
（淀川を横断する第2名神と葦原の問題を思い浮かべた）
　湿原の現状を守るため、我々は何ができるか、考えてみましょう。
今回の旅行について皆様から好評価をいただいており恐縮しています。
冒頭に申しあげたように、全員の方々のと3班の熱心な尽力のたまものだと思います。
3班の班長として又今回の研修旅行を企画した者として報告書を書いてみました。
ありがとうございました。
加藤　良徳
以上
